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経鞘腫と診断した。術後経過は良好で 10日目に退院し
た。 
5.腎移植後，糖尿病と肺膿療を併発した治験例
山岡秀禎(研修医)・岡村隆夫(二外)
症例は 37才男性，昭和 45年 5月屍体腎移植を受け
た。移植後 100日日ごろ高血糖が発見され食餌療法，イ
ンシュリン療法，プレドニン減量を行なったところ血糖
値尿糖値は順調に減少したがその治療経過中肺膿療を併
発した。これには肺結核症および真菌との鑑別が非常に
困難であった。肺膿虜の治療としてぺントレックス，セ
ポラン， CMの使用，イムランの中止，プレドニンは最
低限度の 10mgを維持量とした結果経過は良好にて治
癒した。
自験例の検討:当症例の血糖値は術前正常値の上限で
あったが術後高血糖になり，これはステロイドにより誘
発された糖尿病と思われる。また糖尿病の治癒過程に肺
膿蕩の合併をみたが，その発生にはプレドニンもさるこ
とながら糖尿病の影響も無視できない。加療により糖尿
病の症状が軽度の時に肺膿蕩が併発したため，割合容易
に肺膿、虜を治癒せしむることができたのは幸いであっ
た。 
6. Peutz-Jeghers症候群の 1例
木村清宏(研修医)・西村明(二外)
患者は口居，口腔粘膜，掌聴に著明な黒褐色の色素斑
を有する 25才の男子で，昭和 45年2月上旬， s匿吐があ
り，近医にて十二指腸潰蕩の治療をうけたが， 4月にな
り下血をみるようになり，注腸造影，ロマノスコープ検
査をうけ， S字状結腸，直腸のポリポーヲスを指摘され
た。
また某医大にてポリープの試験切除をうけ，悪性細胞
(ー)といわれたが下血が続くので当科を受診した。
潜血反応強性， X線内視鏡検査で胃のポリープ，直
腸， S宇状結腸のポリポージスを認めた。 S宇状結腸の
ポリープ摘出術を施行した。その組織行見は Bartho-
lomewの指摘するごとき，過誤腫様ポリープであった。
遺伝性については父方の叔父に色素沈着を有するものが 
1人いた。
われわれは最近経験した Peutz-jeghers症候群の 1
例を若干の文献的考察を加えて報告した。 
7.早期胃癌を疑わせた胃蜂寓織炎の一治験例
泉屋嘉昭(研修医)・中野喜久男(二外)
日暮協(千葉県対がん協会)
症例， 43才男，主訴，るいそう。
現病歴，昭和 43年 12月初旬，胃集検にて胃前庭部の変
形を指摘され， 昭和 44年 1月下旬， 千葉県対がん協会
にて胃精検。びらん性胃炎の診断で薬物療法を受けた。
同年 3月再検。びらんは治癒傾向がみられず，早期胃癌
の疑いを持たれ，手術の目的で当科に紹介された。入院
時腹部所見では特に圧痛，腫癌などなく，検査成績も異
常を認めなかった。生検細胞診では癌細胞はみられなか
ったが， 臨床経過より早期胃癌を疑って， 昭和 44年 3
月 14日，胃切除術 (B1)を施行した。
摘出標本では，数個のびらんおよび出血斑と，胃体部
大雪側に栂指頭大の粘膜隆起を認めた。病理組織検査で
原発性部分的胃蜂嵩織炎であった。術後経過は順調で第 
17病日に退院した。
本症はまれな疾患であるので，ここに私どもの一治験
例を報告し，併せて本邦報告例 69例および欧米の報告
例につき，若干の文献的考察を加えた。 
8.結腸の異時性重複癌を疑わせた一治験例
石川達雄(研修医)・磯野可ー(二外)
患者は， 43才の男子。主訴は術後精査で，自覚症状は
無い。既応歴は， 昭和 41年廻盲部癌で， 廻盲部切除術
を受けた。当時，手術時所見は， Po，Ho，So，N 1 であ
り，組織所見は Stage1で、乳頭状腺癌だ、った。今回は，
外来にて術後経過観察中，下行結腸癌と診断され，先の
手術後， 4年経過後，下行結腸切除術を受けた。手術時
所見は， PO，Ho，So，N。で，組織所見は， Stage 1で
乳頭状腺癌だった。術後経過良好にて，第 33病日退院
した。
結腸重複癌の本邦報告例は， 38例あり，重複癌総数の 
6.5%，消化器系重複癌の 16%に当たる。その中， 14例
が異時性であり，発生期間は平均 4;2年だった。一方，
結腸癌再発は， 過去 22年間の教室例 9例において， そ
の発生部位，発生期間は，諸家の報告とほぼ同様，吻合
部再発，および肝転移が大半で，大略2年以内に発生し
ていた。これら文献的考察と手術時所見より，本症例
は，異時性結腸重複癌と考察し得たので報告する。 
9.小児胃癌の一例
李思元，植竹光一，小池良夫(植竹病院)
われわれは， 14才 7カ月女児の小児胃癌を経験したの
で報告する。患児は来院 3カ月前より心嵩部鈍痛・食欲
不振を訴えていたが放置されていた。体重は 3カ月聞に 
lOkgの減少をみた。来院時痩著明で悪液質顔貌を呈し
ていたが，貧血黄痘は認めなかった。腹部は心胃部深く
